
子どもの学びと育ちの
今とこれから

2019年度 文教大学市民フォーラム

受講料
無料

第1部 基調講演第1部 基調講演

第2部 シンポジウム第2部 シンポジウム

子どもの学びと育ちを支える
チーム学校における教師の役割

・これからの幼児教育と家庭への支援
文教大学教育学部教授 石川洋子

・不適応を抱える子どもへの支援
文教大学教育学部講師 桑原千明

・発達に偏りがある子どもへの支援
文教大学教育学部教授 小野里美帆

・子どもの「探究的な学び」への支援
文教大学教育学部准教授　浅野信彦

シンポジスト

東京成徳大学教授・筑波大学名誉教授　石隈 利紀

日  時 2019年2019年 79月7日（土）
13：00～16：3013：00～16：30

会  場 文教大学 越谷キャンパス文教大学 越谷キャンパス

下記のいずれかの方法でお申込みください。
お申込み受付後の結果を、開催日の10日前から
順次郵送にてお知らせいたします。

受付開始 8月1日（木）～8月1日（木）～ 申込順・定員になり次第
締め切ります
申込順・定員になり次第
締め切ります

定  員 200名200名

インターネット
生涯学習センターホームページよりお申込みください。

はがき
はがきに「市民フォーラム申込」と住所・氏名・ふりがな・年齢
電話番号を明記の上、生涯学習センター宛にお送りください。

裏面の「受講申込FAX用紙」をお送りください。
FAX

司会 文教大学教育学部教授　会沢信彦

文教大学教育学部は、我が国で最初の教員養成を目的とした私立大学として、
これまで50年にわたって日本の教育界に人材を送り出してきました。
来年4月からは新たに「発達教育課程」を新設し、「学びをつなぐ」教員の養成を
目指します。このフォーラムでは、子どもの「学び」と「育ち」について、また
それらを支える教師の役割について、講演とシンポジウムを通してご一緒に
考えてみたいと思います。

申込方法

〒343-8511 埼玉県越谷市南荻島3337住 所

文教大学生涯学習センター

0120-160-449 [固定電話のみ]

FAX 048-974-8878
048-974-8811 [代表]TEL

メール kshougai@stf.bunkyo.ac.jp
https://shougai.bunkyo.ac.jp/H P

文教 生涯 検 索

〈問合せ先〉

●

スーパーライフ●

●浄光寺

●吉野家 ●セブンイレブン

▼

至上野・浅草 至春日部

▲

至4号バイパス

文
教
大
学

北越谷公民館

●マツモトキヨシ

西口
北越谷駅

出津橋

元荒川

交通のご案内

東武スカイツリーライン・東京メトロ日比谷線直通
北越谷駅下車  徒歩 約10分
駐車できるスペースがありませんので、お車・バイク以外の交通手段をご利用ください。



2019年度 文教大学市民フォーラム

第1部 基調講演 13：00~14：00

14：15~16：30第2部 シンポジウム

「子どもを育てるには一つの村が必要である」というの
はアフリカの格言です。学校は、地域コミュニティの信頼
と協力に基づき、子どもの学びと育ちを支えます。文部
科学省は、学校の教職員（教師・事務員・スクールカウン
セラーなど）のチーム、家庭・学校・地域の連携により学校
教育を充実させる「チーム学校」という方針を出してい
ます。チーム学校で中心的な役割を果たす教師に求めら
れる「新しい役割」について一緒に考えたいと思います。

文教大学教育学部教授 文教大学教育学部教授

1950年山口県生まれ。筑波大学理事・副学長、附属学校教育局教育長を
経て、現在東京成徳大学教授・筑波大学名誉教授。学校心理士スーパーバ
イザー。米国アラバマ大学大学院でPh.D.（学校心理学）を取得。福島県子
どもの心のサポートチーム協議会委員として子ども、教師、学校の支援。
日本学校心理学会理事長、（一社）スクールカウンセリング推進協議会理
事長、（一社）日本公認心理師協会副会長などとして、子どもの今と未来を
支える学校教育の発展に関わっている。主な著書として「チーム学校での
効果的な援助」など。ウェブページ「石隈利紀（学校心理学）」参照。

これからの幼児教育と家庭への支援 発達に偏りがある子どもへの支援

不適応を抱える子どもへの支援 子どもの「探究的な学び」への支援

1953年仙台市生まれ。宮城教育大学卒業、日本女子大学
大学院修士課程修了。現在、本学教育学部教授。専門は幼
児教育。異年齢保育の研究と共に、子育て支援や保育者
の相互支援の研究もしています。

筑波大学大学院博士課程修了。知的障害及び発達障害児の
言語・コミュニケーション及び社会性、家庭支援プログラムの
研究開発を行っている。幼・小・中学校及び特別支援学校への
コンサルテーションや研修会講師、学校評議委員を担当。

筑波大学大学院修士課程修了。専門は発達心理学、臨床心
理学。臨床心理士、学校心理士資格を有し、クリニックや児
童養護施設などで心理療法を実践。最も関心をもっている
研究テーマは「人を傷つける行動（攻撃行動）」です。

筑波大学大学院で学校教育学を専攻し、2004年から文教大学
で主に小学校の教員養成の仕事をしています。専門はカリ
キュラム研究と教師教育研究です。子ども自身が「学ぶことの
意味」を実感できる教育実践の在り方を追究しています。

文教大学教育学部教授

文教大学教育学部准教授文教大学教育学部講師

1965年茨城県生まれ。筑波大学卒業、同大学院修士課程修了、
立正大学大学院博士課程満期退学。現在、本学教育学部教授・
心理教育課程長。専門は教育相談、生徒指導。カウンセリング
を活かした学校教育のあり方について探究しています。
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石川洋子
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桑原千明

 おのざと     みほ
小野里美帆

東京成徳大学教授・筑波大学名誉教授

 あさの     のぶひこ
浅野信彦

 あいざわ  　のぶひこ

会沢信彦

 いしくま     としのり
石隈利紀

子どもの学びと育ちを支えるチーム学校における教師の役割

司会

FAX送付先：文教大学生涯学習センター　　FAX：048-974-8878

2019年度 文教大学市民フォーラム 受講申込FAX 用紙
フリガナ 性　別 年　齢

氏　名 歳
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電話番号
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